
和歌山市企業局
わ     か　やま し き ぎょう きょく



水は、空気中や土の中、わたしたちの体の中にもたくさんあり
ます。そして、地球上に生物が生まれることができたのも、
水のおかげです。

水はわたしたちのくらしに欠かせないもの
です。山にふった雨が川やダムに流れます。
それを安心して飲めるようにきれいにした
水を、一けん一けんの家に管で引いたもの
が水道です。

水は地球上にたくさんありますが、そのほとんどが
海水です。わたしたちがくらしに使える真水はごく
わずかしかありません。現在でも、水が十分に使え
ず、よごれた水のせいで病気になったり、死んだり
する人がたくさんいます。

人間の体はほとんどが水でできています。
体の水分が少なくなると、体の調子が悪くなり、ひ
どい場合は生命がきけんなじょうたいになることが
あります。
わたしたちが生きていく中で、水はとても大切なも
のです。

ここまで
くるのに

長い旅だ
ったよ
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わたしたちは毎日のくらしの中で、たくさんの水を使っています。
水はどんなことに使われているのかな。家では顔をあらったり、歯をみがいたりするの
に使うほか、せんたくやおふろ、食事をつくるのにもたくさんの水を使います。
そのほかにも、学校や病院、工場やお店などでも水は大切な役割を果たしています。
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わたしたちが使う水は
どの浄水場でつくられ
ているのでしょうか。
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和歌山市では１日に約112,000㎥ものたくさんの水を使っています。学校のプールでは
かると、約450ぱい分にもなります。

家庭では、1日にひとりが約220ℓの水を使っています。

■
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水はどこからくるのか考えてみましょう。

紀の川の水は和歌山市にたどりつくまでに、人々
の利用により、下流にすすむにつれてよごれて
きます。

工場

雲

雨

吉野川（奈良県）

紀の川大ぜき

浄水場

下水処理場 配水池

海
（紀伊水道）

和歌山市の水道水は紀の
川の水を水源にしていま
す。紀の川の長さは約
130kmにもなります。
川のはじまりは奈良県に
ある大台ヶ原山です。
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水害を防ぐため、河口に大ぜきがつくられてい
ます。●先生方へ●　大滝ダムの有効貯水量は76,000,000㎥で、その内和歌山市の上水道用に133,000㎥／日、工業用水道用に

44,000㎥／日を使うために建設され、平成25年３月31日に完成し、平成25年４月１日より運用が開始され
ています。

和歌山市に水がとどいてから浄水場に水
をとりこみ、人々のくらしに使うための
水をつくります。

山にふった雨が小さな川に流れ、ダムに
たまり、やがて大きな川に流れます。

川の水は川をながれてくる途中
で人々のくらしのために使われ、
また川にもどされます。
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浄水場でつくられた水道水の安全をたしかめ
ます。

浄水場の機械の動きを調節し、異常がないか
24時間監視します。
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中央監視室 水質試験室

●先生方へ●　1・4で炭酸ガスや消石灰を注入する目的は、PH値を7.0程度に調節し、沈でん池での凝集効果を高めるため。
　　　　　　　6で消石灰と炭酸ガスを注入する目的は、PH値を7.5程度に調整し、水道管の腐食をおさえるため。
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浄水場でどのようにして水道水がつくられるかみてみよう！
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浄水場でつくられた水はポンプでおくり出し、高いところにある配水池に一度ためられ、
水が低いところに流れることを利用して、水道管を通って、じゃ口までとどけます。

メーター検針

水道水をおくるために道路の下
に水道管を入れる工事をします。
また、古くなった水道管はこわれ
て水がもれる原因となるので、
新しい水道管と取りかえます。
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わたしたちが使
った水の量は、
水道メーターに
記録されます。
その量をはかっ
て、水道料金を
計算します。
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水道がなかったむかしは、井戸をほって地下水を使ったり、
雨水をためたりしていました。

水はわたしたちのくらしに、なくてはならない大切なものです。
今ではじゃ口をひねるときれいな水がいつでも使えます。しかし、災害や水不足になると、
水が使えなくなる場合があります。そこでつぎのことに注意して水を大切に使いましょう。

水を入れた重いおけを引き上
げたり、運んだりしてとても
苦労しました。

水道ができてから、人々
のくらしはとても楽に
なりました。

…

もしも、じゃ口を
しっかりしめる
のをわすれてし
まったら…

○1時間で
　牛乳パック（1  ）で約1本
○1日たつと
　牛乳パック（1  ）で約30本

●じゃ口は
　きっちりしめましょう。

●学校や公園のじゃ口から
　水が出ていたらとめましょう。

●歯みがきや、髪をあらうときは
　水をとめましょう。

く　 ろう

おも

はこ

ひ

かみは

●先生方へ●　水道が出来る以前は井戸水の枯渇や赤痢などの伝染病の流行がありましたが、水道水の普及により衛生状態
も飛躍的に改善され、人々の生活は豊かになりました。
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たい  せつ

つか

こう  えん

●道路で水がもれているのを
　見つけたら企業局へ知らせましょう。
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皿についた油や食べのこしはふき取ってからあらうなど、川の水をよ
ごさないくふうをしましょう。

よごれた水を流さない

しょうゆ
大さじ1ぱい（15　） 1ぱい分

4はい分みそしる（200　）

4はい分

天ぷら油（500　） 330ぱい分

米のとぎじる（2　）

…

森林のはたらき
しん　りん

○水をためる

○雨水のよごれをきれいにする

○土が流れるのをふせぐ

あま　 みず

なが

川にゴミをすてない

いちどよごれた川の水を、魚が住めるような水にするために
必要な水の量（300　の風呂の浴そう何ばい分）

川は、生き物にとって住み家となっ
たりエサをとる生活の場となります。

いろいろな種類の生き物が川に集まり生活の場
所になるよう、また川の水をきれいにするヨシと
いう植物を植えたりすることで、きれいな川をい
つまでもたもちつづけられるように、国土交通省
では川岸を自然の状態にもどす取り組みを行っ
ています。
川が自然のきれいな状態になることで、川の水も
きれいな状態をたもつことができます。

自然を生かした川づくり

なが
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さかな す

ひつ  よう りょう よくふ　  ろ
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し    ぜん い

い
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す かもの
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こく　 ど　 こう  つう しょう

かわ  ぎし し　 ぜん

し　 ぜん

じょう たい

じょう たい

じょう たい

せい  かつ ば

せい  かつしゅ  るい

しょく ぶつ う

しょ

●先生方へ●　シオマネキは有機汚染が進んでいるところには生息しないとされていることから、紀の川の水質が良いこと
のあらわれと言えるのではないでしょうか。現在まとまった個体群が維持されているのは、徳島県吉野川河
口、有明海沿岸、宮崎県本城河口ぐらいとされています。

●先生方へ●　天然林／植林によらず、自然に生育した森林です。
　　　　　　　原生林／昔から現在まで、一度も人手が加えられたことのない、自然のままの森林です。原始林とも言います。

みどり すい   げん  りん
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紀の川が始まる源流で「水源地の森」と
呼んでいます。この森は約500年前から
自然に成長し、できた天然林です。水源
地の森は、広葉樹におおわれた、水をた
くさんたくわえた天然のダムの役割をし
ています。紀の川に「いつまでも　きれ
いな水」が流れてくるには水源地の森が
これからも必要です。

和歌山市は「水源地の森」の近くで、紀の
川の水源を保全するために、水源地の森に
なるように、管理しています。

水源地の森
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和歌山市民の森
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場所：奈良県吉野郡川上村
管理：森と水の源流館
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緑のダムとよばれる水源林は根っこがあみの目のよう
に大地に広がりのびているので、まるでスポンジのよう
に水をたくわえることができます。もし、山に木がなけ
れば、ふった雨は地表を流れてしまい、水をたくわえる
量も少なくなり、川の水はにごってしまうのです。

水源林
̶すいげんりん̶

紀の川に住む
シオマネキ
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工業用水道とは、和歌山市の地場産業や鉄鋼業などの製造業を行う工場で使う水を専用
につくり、おくるためのものです。
工業用水道は、飲み水として利用できないことが、水道水とのちがいです。このため、
水をつくる機械の種類も少なくなります。和歌山市の工業用水道浄水場には、ろ過池と
消毒用の薬（次亜塩素）を入れる設備がないのが大きな特ちょうです。

和歌山市の工業用水道は、六十谷第一浄水場、
六十谷第二浄水場でつくっています。

とく

日本製鉄関西製鉄所和歌山地区
わ    か    やま    ち     くぽんにっ てつ てつ しょせい せいかん さい

花王和歌山工場
か    おう　わ　  か　やま  こう じょう

青岸エネルギーセンター
あお  ぎし

青岸クリーンセンター
あお  ぎし

繊維工場・化学工場・皮革工場など
せん　い こう じょう か　がく こう じょう ひ　かく こう じょう

工業用水道専用の浄水場
せん  ようこうぎょう よう  すい どう じょうすいじょう

げんりゅう
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か   こう と

すい   どう  すい わたし

まい   にち つか みず

みず たい   せつかわ

せい  かつ たい   せつ

水道水が私たちの生活には大切なも
ので、毎日使う水がどのようにして
つくられるか、わかったかな？
そして、水道水の源になっている紀
の川の水も大切であることもわかっ
たね。紀の川の水をきれいに保つに
は、源流から河口までのみんなの取
り組みが大切ですね。

工業用水道をつくる時に出たドロは、機械で水分をしぼり、土が残ります。この土は、
和歌山県にリサイクルせい品のにん定を受けて、園芸用の土やグランドを改良するため
の土として利用されています。

紀の川
き　　　　かわ

●先生方へ●　工業用水道の用途として、日本製鉄㈱関西製鉄所和歌山地区では溶鉱炉の冷却水に、花王㈱和歌山工場では
製造プラントの冷却水、また青岸エネルギーセンター、クリーンセンターでは焼却炉の熱で工業用水を蒸気にし
て、発電機を動かし、電力を発生させるために用いられます。

六十谷第一浄水場六十谷第二浄水場
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和歌山市企業局
〒640-8511　和歌山市七番丁23番地

TEL　073（435）1124　FAX　073（435）1280
http://www.wakayamashi-suido.jp/

この冊子は、環境にやさしいベジタブルインキを使用しています。
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